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審議専門委員会：自動車技術専門委員会（委員会長 土屋 孝夫） 

 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 基準認証ユニット産業基盤標準

化推進室（〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1）にご連絡ください。 

 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査

会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本自動

車部品工業会(JAPIA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべ

きとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS D 2612:1995 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 D 2612：2005 
 

自動車部品―非鉱油系液圧ブレーキ 
マスタシリンダのリザーバシール 

Automotive parts－Reservoir seals for hydraulic brake master cylinders  
using a non-petroleum base hydraulic brake fluid 

 
1. 適用範囲 この規格は，非鉱油系ブレーキ液を使用する自動車用液圧ブレーキマスタシリンダのシリ

ンダボデーとリザーバとの接合部に組み付けられ，液漏れの防止，異物，水などが内部に浸入するのを防

ぐリザーバゴムシール（以下，リザーバシールという。）について規定する。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS D 2605 自動車部品－非鉱油系液圧ブレーキシリンダのゴムカップ 

JIS K 2233 自動車用非鉱油系ブレーキ液 

JIS K 2503 航空潤滑油試験方法 

JIS K 6253 加硫ゴム及び熱可塑性ゴムの硬さ試験方法 

JIS K 6257 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－熱老化特性の求め方 

JIS K 6259 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐オゾン性の求め方 

JIS K 6262 加硫ゴム及び熱可塑性ゴムの永久ひずみ試験方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3. 種類 リザーバシールの種類は，表 1 による。 

表 1 リザーバシールの種類 

種類 記号 区分 
1 種 L 普通の作動条件で使用できるもの。 
2 種 H 高温の作動条件で使用できるもの。 
3 種 － 特殊な高温の作動条件で使用できるもの。

 

4. 品質  

4.1 外観 リザーバシールの表面は，仕上げが良好で，有害な泡，きず，ばり，異物などがあってはな

らない。 

4.2 性能 リザーバシールの性能は，6. によって試験したときに，表 2 に適合しなければならない。 
 
 

 


